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要旨 平成19年～23年に福井県内で分離された市販鶏肉由来46株及び人糞便

由来 54 株の CTX-M 型 ESBL 産生大腸菌の分子疫学性状を調べた。血清型は

鶏肉由来株は O78：H9 及び O78：HUT が主であったのに対し，人由来株では

O25：H4，O1：H6，O86a：H18 及び O78：H9 が確認された。CTX-M group は

鶏肉由来株では CTX-M-1 group が 54％，糞便由来株では CTX-M-9 group が

67％を占めた。O25：H4 の CTX-M 型は，鶏肉由来株は CTX-M-3 型，人由来

株は CTX-M-14，CTX-M-15 および CTX-M-27 であった。我が国で広く出現し

ている CTX-M-15 型，ST131 の O25:H4 型が分離された。CAZ ，CTRX 及び 

CPR の MIC は，いずれも人由来株よりも鶏肉由来株に対し高い値（P<0.01）

を示した。鶏肉由来の 4剤耐性の O78：H9 の CTX-M 型、系統発生群および

MIC は，人由来株と類似していた。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


